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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期
第１四半期
連結累計期間

第22期
第１四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 1,988,218 1,578,805 9,340,988

経常利益 （千円） 497,492 65,092 1,593,034

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 338,021 86,115 1,070,828

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 335,334 90,731 1,072,918

純資産額 （千円） 5,096,274 5,312,661 5,409,474

総資産額 （千円） 6,266,199 9,214,302 9,873,006

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 10.65 2.78 34.31

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） - - -

自己資本比率 （％） 80.6 57.0 54.2

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、当第１四半期連結累計期間において、株式会社筆まめの全株式を取得したため、連結の範囲に含めておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな持ち直しが持続し、企業活動の持ち直しが続く

ほか、家計部門でも回復の動きが見られ、回復基調が続く見通しとなっております。

当社グループを取り巻く環境におきましては、Microsoft社の新OS「Windows 10」無償アップデート期間が終

了し、OS別シェアは26.8％と堅調に推移しました（平成29年7月、Net Applications調べ）。

また、平成29年３月末の携帯電話契約数は1億6,273万（前年同期比＋4.0％）に対して、ＭＶＮＯサービスの

契約数（移動系通信の契約数の内数）は、1,586万（前年同期比＋25.0％）、と引き続き好調に推移しておりま

す（平成29年６月、総務省：電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データの公表より）。

こうした状況の中、当社グループは、スマートフォン向けアプリ及びパソコンソフトの新規ユーザーの獲得

と、マーケットの拡大に取り組んで参りました。

当第１四半期連結累計期間では、新製品である言語学習ソフト「ロゼッタストーン」について、記者発表を

始め積極的な広告宣伝投資を実施しました。パッケージ版も全国の家電量販店で販売開始し、認知度の向上及び

ユーザー層の拡大に努めてまいりました。

しかしながら、主力製品であるセキュリティソフトについて、前期４月にあった新作の出荷や、前第１四半

期には発生していたMicrosoft社の新OS「Windows 10」無償アップデート終了に伴う駆け込み需要が当期は無

かったことで、当第１四半期連結累計期間の売上高は15億78百万円（前期比20.6％減）となりました。

販売費及び一般管理費は、売上の減少に伴う販売促進費の減少があったものの、前述の「ロゼッタストーン」

を始めとする新作の広告宣伝費が増加したことで、営業利益は62百万円(前期比87.1％減)、経常利益は65百万円

(前期比86.9％減)となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、86百万円（前期比74.5％減）と

なりました。

なお、当社グループは単一セグメントでありますが、各販売チャネルの営業概況は以下の通りです。
 
イ）スマートフォン通信事業者（キャリア）

当チャネルでは、国内主要３キャリアが提供する定額アプリ使い放題サービスへのコンテンツ提供及び

販売に注力して参りました。

「auスマートパス（KDDI）」には、「CrazyTalk 8 Standard」や「超ボイスレコーダー」といった、海

外の人気アプリを提供開始することで、合計39アプリ（前年同期：27アプリ）となりました。

「App Pass（ソフトバンク）」には、「超バックアップ」を提供開始し、合計27アプリ（前年同期：25

アプリ）となりました。

「スゴ得コンテンツ（NTTドコモ）」は「高機能メモ帳 Jota+（イオタプラス）」などを提供し、合計5

サイト23アプリ（前年同期：5サイト23アプリ）となりました。

このように各キャリアの提供タイトル数は増加したものの、既存製品の売上が減少したことや、広告配信

を一部見直したことなどが影響した結果、売上高は３億64百万円(前期比6.4％減)となりました。
 
ロ）自社オンラインショップ

当チャネルでは、当社のウェブサイトに併設されたオンラインショップで、ソフトウェア及びパソコン関

連機器を中心としたハードウェア等の販売を行なっております。

当第１四半期連結累計期間では新作の「ロゼッタストーン」販売を記念して、本数限定の割引販売を開始

したことで、売上に大きく寄与しました。

主力製品のセキュリティソフトについては、近年流行中のランサムウェアに対応したシステム・バック

アップソフトであることをウェブサイトやメール配信等で訴求し、順調にユーザー数を拡大しました。

その他、無料Wi-Fiスポットの盗聴を防ぐ「Wi-Fiセキュリティ プレミアム」や、音楽の知識が無くても

簡単に作曲できる「Music Maker Premium Edition」などの新作を次々に発売し、売上が好調に推移しまし

た。

しかしながら、前述の「Windows 10」無償アップデート終了による駆け込み需要が無かったことが影響し

た結果、売上高は、8億99百万円（前期比7.7％減）となりました。
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ハ）家電量販店及び他社ECサイト

当チャネルでは、主に家電量販店及び他社ECサイトにおいて、個人ユーザー向けのパソコンソフト等の販

売を行なっております。

当第１四半期連結累計期間では、新作の発売に合わせて販促物を一新し、製品展開を強化しました。

新作の「ロゼッタストーン」についても、パッケージ版を店頭で取扱開始し、収益寄与しましたが、前期

４月にあった主力製品のセキュリティソフト新作出荷や、前第１四半期の「Windows 10」無償アップデート

期間が終了に伴う駆け込み需要が当四半期には無かったことが影響した結果、売上高は、１億85百万円（前

期比67.6％減）となりました。
 

ニ）その他

当チャネルでは、主に格安スマホやSIM関連事業者などの企業や教育機関、官公庁などの法人向けに、パ

ソコンソフトやアプリの使い放題サービスやライセンスの販売を行なっております。

平成29年発売の留守番電話が読めるアプリ「スマート留守電」に続き、当第１四半期累計期間は格安スマ

ホ用のオプションアプリパック「みまもりサービスby Family Locator」や子供向けのAndroidアプリセット

「ジュニアパック」を発売しました。本アプリは全国の家電量販店やMVNO（仮想移動体通信事業者）を通じ

て提供され、好調に推移しました。

更には、新たに子会社となった株式会社筆まめの収益が加わり、売上高は1億30百万円（前期比149.6％

増）となりました。
 

この他、平成29年5月には、はがき・住所録ソフト「筆まめ」の筆まめ社の子会社化が完了いたしました。

平成29年6月には、ロゼッタストーン・ジャパン社の子会社化も完了いたしました。

当社は当社グループの一員になる筆まめ社、ロゼッタストーン・ジャパン社の事業拡大を通じて、当社グルー

プ全体の経営基盤をより盤石なものとしていくことができると考えております。

 

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ、６億58百万円減少し、92億14百万円とな

りました。

流動資産は、14億24百万円減少し49億73百万円、固定資産は、７億66百万円増加し42億40百万円となりまし

た。

流動資産の減少の主な要因は、現金及び預金の減少７億17百万円、売掛金の減少４億88百万円、前渡金の減少

３億16百万円によるものです。固定資産の増加の主な要因は、子会社（株式会社筆まめ）の取得等によるのれん

の増加５億90百万円によるものです。

当第１四半期連結会計期間末の負債の合計は、前連結会計年度末に比べ５億61百万円減少し、39億１百万円と

なりました。流動負債は、13億54百万円減少し30億88百万円、固定負債は、７億92百万円増加し８億12百万円と

なりました。

流動負債の減少の主な要因は、未払法人税等の減少５億13百万円、短期借入金の減少３億70百万円、未払金の

減少２億70百万円によるものであります。固定負債の増加の主な要因は、長期借入金の増加７億86百万円による

ものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ96百万円減少し、53億12百万円となりまし

た。純資産の減少の主な要因は、配当金の支払いによる減少１億91百万円によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は０百万円です。

 

(5）従業員数

　当第１四半期連結累計期間において、株式会社筆まめの全株式を取得し、連結子会社としたため、当社グループ

の従業員数は、前連結会計年度の104名から145名に増加いたしました。

　なお、従業員数は就業人員数であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,280,000

計 90,280,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年８月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,732,000 31,732,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

100株です。

計 31,732,000 31,732,000 － －

　　　（注）提出日現在発行数には、平成29年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 31,732,000 － 1,771,226 － 1,611,226

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

772,000
－

株主としての権利内容に制限の

ない標準となる株式

完全議決権株式（その他）
普通株式

30,957,800
309,578 同上

単元未満株式
普通株式

2,200
－ 同上

発行済株式総数 31,732,000 － －

総株主の議決権 － 309,578 －

　　　（注）「単元未満株式」の欄には、自己株式６株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

ソースネクスト株式会社
東京都港区東新橋一丁目

５番２号
772,000 - 772,000 2.43

計 － 772,000 - 772,000 2.43

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,699,654 2,982,143

受取手形及び売掛金 1,648,116 1,159,953

商品及び製品 152,134 160,591

原材料及び貯蔵品 28,256 27,247

前渡金 602,297 285,495

繰延税金資産 179,068 184,405

その他 89,160 173,906

流動資産合計 6,398,688 4,973,744

固定資産   

有形固定資産   

有形固定資産 384,103 411,582

減価償却累計額 △97,370 △131,389

有形固定資産合計 286,733 280,192

無形固定資産   

ソフトウエア 899,970 974,732

のれん 41,919 632,149

契約関連無形資産 1,546,242 1,526,208

その他 208,883 180,153

無形固定資産合計 2,697,016 3,313,244

投資その他の資産   

投資有価証券 238,699 315,239

繰延税金資産 47,465 84,357

その他 206,203 249,323

貸倒引当金 △1,800 △1,800

投資その他の資産合計 490,568 647,120

固定資産合計 3,474,318 4,240,557

資産合計 9,873,006 9,214,302

負債の部   

流動負債   

買掛金 414,210 257,208

短期借入金 1,940,000 1,570,000

1年内返済予定の長期借入金 － 212,404

未払金 919,025 648,203

未払法人税等 517,912 4,813

賞与引当金 15,464 14,258

返品調整引当金 271,951 25,645

アフターサービス引当金 18,802 19,861

その他 346,366 336,592

流動負債合計 4,443,734 3,088,987

固定負債   

長期借入金 － 786,724

その他 19,797 25,929

固定負債合計 19,797 812,653

負債合計 4,463,531 3,901,641
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,771,226 1,771,226

資本剰余金 1,611,226 1,611,226

利益剰余金 2,401,478 2,295,951

自己株式 △438,355 △438,355

株主資本合計 5,345,576 5,240,049

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,373 5,539

為替換算調整勘定 3,364 3,814

その他の包括利益累計額合計 4,737 9,354

新株予約権 59,159 63,257

純資産合計 5,409,474 5,312,661

負債純資産合計 9,873,006 9,214,302
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 1,988,218 1,578,805

売上原価 536,085 589,951

売上総利益 1,452,133 988,854

返品調整引当金繰入額 30,892 25,645

返品調整引当金戻入額 72,745 271,951

差引売上総利益 1,493,986 1,235,160

販売費及び一般管理費 1,008,058 1,172,368

営業利益 485,928 62,791

営業外収益   

受取利息 223 0

受取配当金 160 231

為替差益 9,181 2,319

開発費負担金受入額 1,458 1,458

その他 540 675

営業外収益合計 11,563 4,684

営業外費用   

支払利息 － 2,321

その他 － 62

営業外費用合計 － 2,384

経常利益 497,492 65,092

特別利益   

新株予約権戻入益 － 398

特別利益合計 － 398

特別損失   

前渡金評価損 9,725 2,065

特別損失合計 9,725 2,065

税金等調整前四半期純利益 487,766 63,425

法人税、住民税及び事業税 123,421 △29,880

法人税等調整額 26,324 7,191

法人税等合計 149,745 △22,689

四半期純利益 338,021 86,115

親会社株主に帰属する四半期純利益 338,021 86,115
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 338,021 86,115

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △34 4,166

為替換算調整勘定 △2,652 450

その他の包括利益合計 △2,687 4,616

四半期包括利益 335,334 90,731

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 335,334 90,731

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結会計期間において、株式会社筆まめの全株式を取得したため、連結の範囲に含めておりま

す。なお、平成29年５月１日をみなし取得日としているため、同社の平成29年５月１日以降の四半期損益計算書

を連結しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却費

は、次の通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

減価償却費 123,532千円 182,281千円

のれんの償却額           -千円  24,295千円

 

（株主資本等関係）

　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年

６月27日

定時株主総会

普通株式 148,505 4.68
平成28年

３月31日

平成28年

６月28日
利益剰余金

 

　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年

６月28日

定時株主総会

普通株式 191,642 6.19
平成29年

３月31日

平成29年

６月29日
利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、ソフトウェアの企画・開発・販売及びその他のサービス事業の単一セグメントであるため、

記載を省略しております。
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

 

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　株式会社筆まめ

事業の内容　　　　はがき・住所録ソフト「筆まめ」をはじめとしたソフトウェア製品の

　　　　　　　　　企画・開発・販売
 

（２）企業結合を行なった主な理由

当社は、主力製品であるハガキ作成ソフトの「筆王」を始め、「いきなりＰＤＦ」「驚速」「超便利

ツールズ」「超電池」など、ヒット製品のＩＰ(知的財産権)を自社で保有しております。また、積極的に

Ｍ＆Ａ等を活用して保有ＩＰ数を拡大することで事業展開を加速させていくことを経営方針としておりま

す。

当社グループが株式会社筆まめの保有する「筆まめ」等の全ての製品を保有することで、製品の家電量

販店等での販売に加え、、当社グループの顧客基盤を活かしたオンライン販売や製品の改善等を積極的に

推し進めることにより、両社の更なる発展に繋げることが可能になります。また、株式会社筆まめの持つ

顧客基盤を引き継ぐことにより当社製品の更なる拡販にも繋がる見込みです。このため、同社の株式を取

得し、子会社化することといたしました。
 

（３）企業結合日

平成29年５月11日（株式取得日）

平成29年５月１日（みなし取得日）
 
（４）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得
 

（５）結合後企業の名称

変更はありません。
 
（６）取得した議決権比率

100％
 

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式取得したためであります。

 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成29年５月１日から平成29年６月30日まで

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 799,999千円

取得原価  799,999千円

 

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用（概算額） 13,000千円

 

５．発生するのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額

614,524千円

　なお、のれんの金額は当四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、その時

点で入手可能な合理的な情報に基づき暫定的に算定された金額であります。
 

（２）発生原因

主として今後の事業展開によって期待される超過収益力であります。
 

（３）償却方法及び償却期間

5年間にわたる均等償却
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 10円65銭 2円78銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
338,021 86,115

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
338,021 86,115

普通株式の期中平均株式数（株） 31,731,994 30,959,994

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月８日

ソースネクスト株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 木 村 　尚 子 　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 倉 本 　和 芳 　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソースネクスト

株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日か

ら平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソースネクスト株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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